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地域おこし協力隊配置要望書 

 

 

地

域

の

目

標 

□長期目標（地域の将来像） 

・当地区ではこれまで２名の協力隊員を受け入れ、ともに当地区に定住してもらいましが、 

農業従事者や人口の減少は続き引く続き深刻な問題となっています。今後配置される協力

隊員には農業（生産活動）に深くかかわってもらい、農業後継者となる人材の育成に取り

組んでいただきたいと考えています。 

将来像の共有範囲：地区全体・地区の一部のみ・地区役員のみ・代表者のみ 

→（地区全体でない場合）地区全体に周知する予定と方法：東下組つうしんにより地域に周

知する。 

隊

員

に

し

て

欲

し

い

仕

事 

 

□短期目標（今やってほしいこと） 

・2代にわたる隊員の受け入れで、地域内に新たな組織・取り組みが創出され展開されてき

ましたが、隊員の活動に頼る部分が多く、すべての業務を地区内の人材だけでは継続させて

いくことができないのが当地の現状であることから、受け入れの継続を希望します。 

・平成３０年に大地の芸術祭が開催され、多くの人が当地区を訪れる見込みですが、これを

きっかけとして、当地区の魅力を内外に発信したいと考えていますが、それに関する知識や

人材が不足しているので隊員に担ってもらうことを希望します。 

協力隊要望の合意範囲：地区全体・地区の一部のみ・地区役員のみ・代表者のみ 

→（地区全体でない場合）地区全体に周知する予定と方法：東下組つうしんにより地域に周

知する。 

【寄り添い型】 

・地域情報誌『東下組つうしん』の編集と発行 

・地区公民館分館と連携して地域高齢者が参加する『さわらび長寿会』の活動支援 

・地区の三大行事『盆踊りとカラオケの夕べ』『さわらび秋まつり』『そばと地酒まつり』の 

支援 

【価値創造型】 

・棚田を守る会販売活動に対する支援（HP作成・インターネット販売等の支援） 

・学校給食の地元野菜利用に向けた取り組みの支援 

・大地の芸術祭に向けた情報発信の支援 

【その他の活動】 

 ・地域の人から地区で暮らすための技術を学ぶこと 
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 （豪雪地での暮らし方、山間地での暮らし方、など） 

理

想

の

隊

員

像 

□向いている人柄、必要なスキル 

 

・老若男女を問わず、地域に溶け込める人柄を希望 
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隊員年間活動計画 

期間 具体的な活動概要 

第１期 

４月 

各家庭・団体あいさつ回り 

地域視察 

各地区行事への参加（春祭り） 

各地区共同作業への参加（道普請・草刈り） 

さわらび長寿会援助（毎月） 

東下組つうしん編集会議への参加（毎月） 

学校給食の地元野菜集荷支援 

５月 

６月 

第２期 

７月 

地区体育祭参加 

大地の芸術祭参加 

 

盆踊りとカラオケの夕べ 

 

棚田を守る会の作業支援 

 

８月 

９月 

第３期 

10 月 

さわらび秋祭り参加 

 

棚田を守る会販売支援 

 

 

そばと地酒祭り参加 

11 月 

12 月 

第４期 

１月 

各地区正月行事への参加 

鳥追い行事支援 

 

雪まつり関連行事参加 

 

報告反省会 

２月 

３月 

 

 


